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第２回　「刑事法・刑事政策の現場から」（2018年11月10日）
報告者　林　大悟（弁護士・弁護士法人鳳法律事務所）
対論者　稲垣悠一（本学法科大学院准教授）
（於神田校舎１号館209教室）
前川亨（専修大学法学研究所長）：本日は，専修大学法学研究所主催の公開講座「現場か
らの法律学・政治学Ⅲ」の第２回「刑事法・刑事政策の現場から」にようこそご来場
下さいました。当研究所の所長を務めます前川と申します。主催者としてご挨拶申し
上げます。第１回にもご来場下さった方もおられるでしょうから，重複は避けること
と致します。
　一昨年からの「現場からの法律学・政治学」も今年度で第３シリーズとなり，去る
10月27日に，第１回として「国際法・国際政治の現場から」を開催致しまして，外務省
国際法局国際裁判室長の長沼善太郎先生にご講演を頂きました。今日は第２回目「刑
事法・刑事政策の現場から」ということで，鳳法律事務所で弁護士活動をしておられ
る林大悟先生に「病的窃盗常習事件に関する量刑及び責任能力判断の現状と課題」と
題しまして，ご講演を頂くことと致しました。日々の活動でお忙しい中，お引き受け
下さった林先生に心より感謝申し上げます。因みに，第３回として12月８日に「地方
行政の現場から」を開催することと致しております。こちらにも是非，お運び頂けれ
ば幸いです。
　本日のご講演の概要につきましては，お手元のパンフレットをご覧下さい。今回，
林先生のご講演で取り上げられる「万引き」は，我々の比較的身近にある犯罪行為と
言えましょう。窃盗という犯罪行為が，利益を得るためではなく「やらずにいられな
い」衝動に駆られて繰り返される場合に，クレプトマニア（窃盗症）と呼ばれます。池
波正太郎『鬼平犯科帳』には，万引き常習者ではありませんが，足を洗いたいのにどう
しても手が勝手に動いてしまう掏
す
摸
り
（巾着切り）の常習者の女が登場するものがありま
す。これなども，今の言葉でいえばクレプトマニアの一種に該当するのかも知れませ
ん。『鬼平』では確か，長谷川平蔵がその女掏摸の指の筋を切って，二度と掏摸を出来
ないようにする，という結末でした。もちろん，今現在ではそのような結着のつけ方
は認められませんね。窃盗行為はもちろん悪いことですが，自ら望むわけではないの
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に，それを犯してしまうというのは辛いものだと思います。他方，理由はどうであれ，
窃盗行為を重ねた者の処罰が，病気だからといって刑が減軽されるのに違和感を覚え
る人もあるでしょうし，病的か病的でないかの境界をどうやって見分けるのかという
疑問もありましょう。クレプトマニアに関する案件に豊富な経験をお持ちの林先生の
ご講演をお聞きした後，弁護士資格をお持ちで刑法がご専門の稲垣悠一先生との間で
更に議論を深めて頂き，フロアの方々からもご質問を頂くことにしたいと思います。
　それでは，この後は，講座の進行も含めて稲垣先生にお任せ致します。
稲垣悠一：ただ今ご紹介に与りました稲垣です。『現場からの法律学・政治学』とい
うことで，昨年度の刑事法・刑事政策の回では，司法精神医師の立場から「精神障害
と犯罪──司法精神医療の現場から」というテーマでご講演がありました。今回は刑
事弁護人の立場から刑事責任能力とか量刑の実務，その最先端の状況について，林大
悟先生にご講演頂きます。
　簡単にご紹介させて頂きますと──，林先生は私と同じ専修大学の卒業で，日髙義
博先生の刑法ゼミで私と一緒でした。私より一つ先輩でいらっしゃいます。平成17
（2005）年に司法試験に合格されて，修習期は旧60期で，これも私と一緒です。そうい
うことから非常に親しみを感じている間柄です。
　林先生は刑事弁護の中でも病的窃盗（クレプトマニア）の患者とか高齢者の認知症の
患者などの窃盗事件を専門にしておられます。先生とお話をすると──今日の講演で
も多分分かると思いますが──，とても「熱い」先生でして，「関係者全員が依頼者だ」
という言葉をお聞きしたことがあります。それくらい「熱い」弁護をされる先生です。
実務家ですと，判例がどれだけ載っているかが結構大事なのですが，先日，ある判例
検索システムに先生の名前を入力して検索してみたところ，56件ヒットしました。こ
れは相当な数です。裁判例で出てくるだけでそれほどの数ですから，実際のご活動は
更に幅広いということが分かります。先生は，このような万引きをしてしまう症状の
人の支援という目的で一般社団法人アミティというのを設立されまして，その代表を
しておられます。また最近では，成城大学の治療的司法研究センターの客員研究員を
されています。さらに，日弁連の刑事弁護センターの幹事（責任能力のPTの所属です），
全国万引き犯罪防止支援機構の正会員もされています。実務だけでなくて，現在では
一橋大学法学研究科の本庄武先生の下で指導を受けて，実務と理論の架橋を試みてお
られます。その他，クレプトマニア関連でいろいろなテレビ番組にも出演しておられ
ます。
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　今回のお話はかなり専門的な内容となりますので，予め私の方から，簡単に専門用
語についてお話しておきます。特に精神疾患関係の知識が必要となってきます。出て
くる用語としてICDとDSMというのがあります。ICDは「疾病及び関連保健問題の
国際統計分類（International Statistical Classification of Related Health Problems）」とい
われるものの略でありまして，簡単にいうと，WHO（世界保健機関）が各国の病気と死
因について纏めたものです。クレプトマニアもこのICDの中で分類されています。他
方，DSMは「精神障害の統計とマニュアル（Diagnostic and Statistical Manual of Mental 
Disorders）」といわれるもので，最新のものは第５版，DSM-5です。その「精神疾患の
分類と診断の手引き」というところにやはりクレプトマニアの症状が記述されていま
す。先生は弁護活動をされる中でほぼこのDSMに準拠した意見書などを活用されて
いるところです。
　次に法律的な観点のことを若干整理しておきます。本日お話下さるのは「病的窃盗
常習事件の量刑と責任能力判断」です。これには，二つの問題領域の大枠があります。
すなわち，犯罪が成立するか否かのレヴェルの問題と，犯罪が成立するとしてそれ以
外の問題がある場合です。犯罪が成立するか否かという問題に関して言いますと，そ
の成立要件は三つ，すなわち，構成要件該当性，違法性，有責性です。このうち，心神
喪失となる場合には有責性が無くなるために犯罪は成立しません。これに関する先生
の弁護のご実績としても，一部無罪を入れて２件ほどございます。次に，犯罪は成立
するとして，それ以外の問題という面では，刑の重さの問題，刑の種類の選択の問題，
刑の執行猶予の問題，この三つに大きく分かれます。刑の重さの問題は責任能力に関
わります。すなわち，心神耗弱（39条２項）が認められると責任の重さが大幅に減じら
れます。これは刑が必要的に減軽される場合（必要的減軽）です。先生の弁護活動での
ご実績では４件ほどあります。それから刑の選択の種類の問題についてですが，通常，
窃盗事案で公判請求された場合，懲役の求刑がされます。しかし，弁護活動によって
は，それが罰金刑で終わることがあります。この点でのご実績としては５～６件あり
ます。ご実績として特に顕著なのは刑の執行猶予に関するものです。窃盗罪の裁判で，
執行猶予付の判決が出たのに，その猶予期間が終わる前にまた窃盗を犯してしまった
場合，再度の執行猶予を付けるのは相当難しいのですけれども，先生のご実績ですと，
30件以上について再度の執行猶予を獲得しておられます。
　このように，責任能力が否定されたり心神耗弱が認定されたりすることは非常に少
ないわけでして，実状としては，罰金刑，執行猶予獲得に向けた活動として情状弁護
　120　 　
が多くなります。はじめにクレプトマニアの症状のご説明があるかと思いますが，こ
のご講演でも情状弁護関係のお話が中心で，その後責任能力判断のお話があろうかと
思います。責任能力判断のところでは，行動制御能力──噛み砕いて言うと，行動に
ブレーキをかけることが出来るかどうかの能力のことです──に注目してお聴き下さ
い。更に全体に通底するコンセプトとしましては，「刑罰よりも治療」という観点で，
「治療的司法」を先生は推進されておりますので，その点についても注目して下さい。
これは，「刑罰は犯罪が行われたことそれ自体に着目して科せられるべきだ。」という
カント的な絶対的応報とは対照をなす考え方です。
　若干長くなりましたが，では林先生，よろしくお願い致します。
